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『燃料デブリについて』
燃料デブリに関する素朴な疑問
について、受入れを行った大洗
工学研究所に伺いました。

問合せ 生活環境課 防災・原子力安全係 267-5111（内線246）

デブリの分析は、福島第一原子力発電所の廃炉に向けての
第一歩じゃ！長い道のりじゃが着実な一歩じゃぞ！

分析方法は？

燃料デブリを強固なコンクリート等で
囲んだエリアの中に入れ、マジックハン
ドのような機器により遠隔で分析のため
の処理を行い、パソコン操作で分析を行
います。
安全対策を万全に行った上で作業を行

い、分析終了後、燃料デブリは、福島第
一原子力発電所に返却されます。

分析結果は何に役立つの？ いつ頃分析結果が出るの？

福島第一原子力発電所の事故時の状
況や燃料デブリの今後の取出し工法・
工具等の選定、保管方法を検討する際
に活用されます。

１年程度の時間をかけて、詳細な分析
を行い、その結果は公表されます。

『燃料デブリ』ってなに？

「燃料デブリ」は、核燃料が溶けて原
子炉内の構造物と混じりながら冷えて
固まったものです。
燃料デブリは、その詳細な成分や性

質等がわからないため、様々な分析を
行い、成分・性質等を明らかにすると
ともに、事故当時の原子炉内の状況の
推定などを行います。

粉末を採取

分析用に処理

遠隔操作の処理 パソコンで分析



大洗町内の放射線等の状況

東京電力（株）福島第一原子力発電所の事故により拡散した放射性物質に
よる環境への影響を把握し、町民の安全確保と不安を解消するため、平成23年
3月の事故発生から大洗町は、学校等の空間線量率の測定や、水道水等の放射性
物質濃度の測定を行い、安全である事を確認しています。

空間放射線量率のデータ

平成23年3月の福島第一原子力発電所事故発生以降、監視を強化しています。
事故直後の3月15日に大貫局で毎時４.２マイクロシーベルトを観測しましたが、
それ以降空間線量率は減少し続けています。
令和6年11月1日の値は、大貫局(大洗高校)で毎時0.047マイクロシーベルト、

磯浜局(大洗小学校)で毎時0.045マイクロシーベルトです。
なお、事故前のデータは、毎時0.040マイクロシーベルト程度でした。

令和６年度の学校等の空間線量測定結果

町では小中学校、幼稚園、保育園等の空間線量率を年に１回測定しています。
この測定値は、文部科学省が目安として示している、年間の被ばく上限1,000マ
イクロシーベルトを十分に下回っており、健康に影響のある数値ではありません。

学校等の名称 測定場所 高さ 測定日
測定値

(ﾏｲｸﾛｼｰﾍﾞﾙﾄ／時間)

祝町幼稚園 園庭 ５０ｃｍ 10月25日9時00分 ０．０６７

大洗小学校 校庭 ５０ｃｍ 11月15日9時01分 ０．０９３

南小学校 校庭 ５０ｃｍ 11月15日10時50分 ０．０６７

第一中学校 校庭 １ｍ 11月15日9時27分 ０．０７７

南中学校 校庭 １ｍ 11月15日10時31分 ０．０６３

第一保育所 園庭 ５０ｃｍ 10月25日9時22分 ０．０７３

こすもナーサリー 園庭 ５０ｃｍ 10月25日10時46分 ０．０６９

大洗かもめ保育園 園庭 ５０ｃｍ 10月25日9時45分 ０．０８５

ひじり保育園 園庭 ５０ｃｍ 10月25日10時25分 ０．０７７

恵泉保育園 園庭 ５０ｃｍ 11月15日10時04分 ０．０７９

みなみ学童 園庭 ５０ｃｍ 11月15日11時02分 ０．０６７

水道水の放射線の状況

平成２３年４月１日から（国）日本原子力研究開発機構大洗研究所に依頼し、
原則毎週測定を実施してきました。
放射性ヨウ素については、平成２３年４月８日以降は毎回「不検出」です。
直近の令和６年４月１１日の測定でも、放射性ヨウ素 不検出（検出限界値０.３
３ﾍﾞｸﾚﾙ／ｷﾛｸﾞﾗﾑ）、放射性セシウム 不検出（検出限界値０.４６ﾍﾞｸﾚﾙ／ｷﾛｸﾞﾗ
ﾑ）となっています。


